
科目名 国語Ⅲ　（Japanese　Ⅲ）

学　年 学　科（コース） 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数

通年 60 時間

担　当　教　員 【常勤】　教授　薄井　信治

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

①文章や詩歌の背景と要点を理解でき、短い説明文が書ける（復習カード、定期試験）
②常用漢字の読み書きができる（小テスト）
③詩歌の鑑賞文を指定の形式で書ける。原稿用紙５枚の読書感想文が書ける。年間２０冊以上の本を
読み、「一行感想カード」と「４行読書感想カード」が書ける、スピーチメモが書ける（レポート）
④問題の考え方や解き方を身に付ける（定期試験、口頭試問、復習カード）

第3学年
機械工学科

経営情報学科
履修 2 単位 － 講義

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

復習カードに、要点を適
切な説明文で３行以上、
３つ書ける。

復習カードに、要点を３
行以上、２つ書ける。

復習カードに、要点を箇
条書きで３行以上、３つ
書ける。

復習カードが提出できな
い。

到達目標
②

漢字テストで８割以上正
答できる。

漢字テストで７割以上正
答できる。

漢字テストで６割以上正
答できる。

漢字テストで5割しか正
答できない。

到達目標
③

レポートを指定の形式
で、かつ説得力ある文章
で書ける。

レポートを指定の形式で
書ける。

レポートを指定の字数で
書ける。

レポートを提出できな
い。

学習・教育到達目標 G① JABEE基準１（２）  

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
口頭
発表

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

総合評価割合 30 30 5 15 10 10 100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

○ ○

汎用的技能
【論理的思考力】

○ ○

態度・志向性(人間力)
【　　】

総合的な学習経験と
創造的思考力
【　　】



関　連　科　目　，　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目 国語Ⅰ　国語Ⅱ

教科書 「精選　現代文B」（大修館書店）

補助教材等 「ステップアップ高校漢字問題集」（東京書籍）　「カラー版新国語便覧」（第一学習社）

学　習　上　の　留　意　点

　教科書とノートを忘れずに持って来なければならない。そうしなければ、教科書本文から答えを探す問題や前回ノートに書
いたことを答える問題ができずに、口頭試問点が減点になる。
　「小テスト」は、漢字テストが中心である。
　「その他」は「復習カードの提出」である。授業のポイントを３行程度の短い説明文にすることで、要点をまとめる力、短文を
書く力を身につけてもらいたい。

担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

　授業では、教科書を読む、説明を聞く、ノートをとる、問題を考える、指名されて答える、をほぼ同時に行う。同時に行うこと
で、脳を活性化させていこう。
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授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

ガイダンス
評論（１）①

国語の授業の進め方、ノートのとり方などにつ
いて理解できる。内田樹「『贈り物』としての
ノブレス・オブリージュ」を読む。

（復習）復習カードを
書く。

短歌① 短歌の読解の仕方を理解し、鑑賞文を書くこと
ができる。

・日本語のリズムを理解し、そのリズムで音読
できる
・文法事項を理解し、短歌を正確に鑑賞できる
・鑑賞文を指定の様式で書くことができる

（復習）復習カードを
書く。

短歌② （復習）復習カードを
書く。

短歌③ （復習）復習カードを
書く。短歌の鑑賞文を
書く。

評論（１）② 内田樹「『贈り物』としてのノブレス・オブ
リージュ」をもとに評論文の読解の仕方を理解
する。

パラグラフ・リーディングができる
・全体の構造が理解できる
・論理マーカーを利用して、パラグラフの論理
構造を理解できる
・指示語の指示内容を説明できる
・キーワードを説明できる
・トピック・センテンスとトピックを理解でき
る
・筆者の意見を要約できる

（復習）復習カードを
書く。

評論（２）① （復習）復習カードを
書く。

評論（２）② （復習）復習カードを
書く。

評論（２）③ （復習）復習カードを
書く。

前期中間試験

答案返却・解説
評論（３）①

試験解説により、問題の解き方の理解を深める
ことができる。野村雅一「自己演技と表情」を
読む。

（復習）復習カードを
書く。

評論（３）② 野村雅一「自己演技と表情」をもとに、評論文
の読解の仕方を確認する。

パラグラフ・リーディングができる
・全体の構造が理解できる
・論理マーカーを利用して、パラグラフの論理
構造を理解できる
・指示語の指示内容を説明できる
・キーワードを説明できる
・トピック・センテンスとトピックを理解でき
る
・筆者の意見を要約できる

（復習）復習カードを
書く。

評論（３）③ （復習）復習カードを
書く。

答案返却・解説
表現（１）

試験解説により、問題の解き方の理解を深める
ことができる。
読書感想文の書き方を理解できる。

評論（３）④ （復習）復習カードを
書く。

評論（３）⑤ （復習）復習カードを
書く。

前期末試験
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授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

評論（４）① 野矢茂樹「猫は後悔するか」をもとに評論文の
読み方を高める。

パラグラフ・リーディングができる
・全体の構造が理解できる
・論理マーカーを利用して、パラグラフの論理
構造を理解できる
・指示語の指示内容を説明できる
・キーワードを説明できる
・トピック・センテンスとトピックを理解でき
る
・筆者の意見を要約できる

（復習）復習カードを
書く。

評論（４）② （復習）復習カードを
書く。

評論（４）③ （復習）復習カードを
書く。

表現（２）① インタビューシートとスピーチメモの作り方を
理解できる。
クラスメイトの前でスピーチできる。

（復習・予習）スピー
チメモを完成させ、ス
ピーチの練習をする。

後期中間試験

答案返却・解説
表現（２）②

試験解説により、問題の解き方の理解を深める
ことができる。
スピーチメモを利用して、クラスメイトの前で
スピーチできる。

評論（４）④ （復習）復習カードを
書く。

評論（４）⑤ （復習）復習カードを
書く。

評論（４）⑥ （復習）復習カードを
書く。

総　授　業　時　間　数 60 時間

（復習）復習カードを
書く。

学年末試験

答案返却・解説
まとめ
授業改善アンケートの実施

試験解説により、問題の解き方の理解を深める
ことができる。

評論（５）① 竹内啓「地球システムの中の人間」をもとに評
論文の読み方を深めることができる。

パラグラフ・リーディングができる
・全体の構造が理解できる
・論理マーカーを利用して、パラグラフの論理
構造を理解できる
・指示語の指示内容を説明できる
・キーワードを説明できる
・トピック・センテンスとトピックを理解でき
る
・筆者の意見を要約できる

（復習）復習カードを
書く。

評論（５）② （復習）復習カードを
書く。

評論（５）③ （復習）復習カードを
書く。

評論（５）④ （復習）復習カードを
書く。

評論（５）⑤


